
科目名 分析化学（Analytical Chemistry） 科目コード 401 

開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（45時間） 

科目区分 専門基礎科目 履修時期 １年次後期 関連DP 臨①③⑤ 

担当教員 桐木 正文＊ 

授業概要 

講義（８回）では、主な分析方法の基本原理、分離の原理、検出と定量法、分析データの評価、濃度

の表し方などについて演習を交えて学習させる。 

実験（７回）では、７テーマについて種々の実試料の分析を体験させ、レポートを作成させることに

より、上記内容について理解を深めさせる。 

授業目標 

一般に用いられている主な分析方法の基本原理について理解する。試料中の目的成分を共存成分から

分離する方法を理解する。実験を通じて、試料の前処理操作・所定濃度の溶液調製・検量線の作成など

を実践することができる。 

授業計画 

 容内 目項 回

１ 質量・体積の測定 授業の進め方、分析化学とは、電子天秤、体積計、体積計の正確さ  

２ 濃度を表す単位 
有効数字、数値の丸め方、濃度の表し方、当量濃度、ppm、ppb、 

濃度の換算、標準溶液の調製、希釈の計算 

３ 分析方法の基本原理（１） 
電磁波を利用する分析法、紫外可視吸光光度法、発光分析 

吸収スペクトル、ランベルト・ベールの法則、赤外分光法 

４ 分析方法の基本原理（２） 
原子発光分析、原子吸光法、発光・吸光・蛍光、標準物質、標準溶液の

調製、検量線法と定量 

５ 限下量定、限下出検、位単IS、ィテリビサーレト、質物準標、析分量容 析分量容

６ 分離の原理（１） 重量分析､陽イオンの系統的定性分析､遠心分離、クロマトグラフィー 

７ 分離の原理（２） 溶媒抽出、固相抽出、蒸留､イオン交換、キレート抽出 

８ 分析値の統計的取り扱い 誤差、精度、分析に用いる水、電気伝導率、純水・超純水の製造法 

９～18 実験第１ローテーション 
紫外・可視吸光光度法、マイクロピペッターの校正、溶媒抽出法、中和

滴定法、文献調査 

19～22 実験第２ローテーション クロマトグラフィー、陽イオンの定性分析 

23  めとまのていつに題課習演びよおトーポレ験実 めとま

成 績 評 価 方 法 筆記試験 50％、実験レポート・演習課題 50％で評価する。 

教科書 本浄高治ほか共著「基礎分析化学」（化学同人） 

参考図書等 

津村ゆかり著「図解入門よくわかる最新分析化学の基本と仕組み[第 2版]」 

（秀和システム） 

飯田隆ほか編「イラストで見る化学実験の基礎知識 第 3版」（丸善出版） 

授業時間外の 

学習について 

講義においては、復習に時間をかける。実験においては、予習をして臨み、実験後はレポー

トの作成に努める。 

関連科目 122 化学⇒本科目⇒417 臨床化学Ⅰ 

備  考 
講義では、毎回授業内容についての課題があります。実験では、実験レポートの提出が必

要となります。電卓持参のこと。 

 

科目名 生化学（Biochemistry） 科目コード 402 

臨③

開講学科 臨床検査学科 選択区分 必修 単位数（時間） ２単位（45時間） 

科目区分 専門基礎科目 履修時期 １年次後期 関連DP

担当教員 檜枝 美紀 

授業概要 

１ 糖質、脂質、蛋白質、核酸の構造と役割について教授する。 

２ 酵素と代謝について教授する。 

３ 代謝の調節機構について教授する。 

授業目標 

生命現象を理解するためには、生体を構成している物質に対する知識が必須である。生体物質の種類・

構造・機能を十分理解し、それらの代謝と生命現象との関係を理解することを目標とする。また、代謝

の調節機構についても学ぶ。 

授業計画 

 容内 目項 回

１ アミノ酸とタンパク質 アミノ酸の構造と性質、タンパク質の構造と性質 

２  割役・造構・類種の類糖多・類糖二・類糖単 質糖

 質性と造構のドチオレクヌ 酸核 ３

 、類種と造構の質白蛋ポリ、割役・造構・類種の質脂 質脂 ４

５～７ 糖質代謝とエネルギー代謝 

基質レベルのリン酸化、電子伝達系と酸化的リン酸化、 

解糖、ＴＣＡ回路 グリコーゲンの合成と分解、糖新生、ペントースリ

ン酸経路、血糖の調節  

８～10 タンパク質代謝 
タンパク質の消化・吸収、アミノ酸の利用 アミノ酸の利用と分解、尿

素回路、クレアチンとクレアチニンの生成 

11 核酸代謝 
ヌクレオチドの構造と性質、核酸の消化、吸収、ヌクレオチドの合成、

分解 

12～14 脂質代謝 

脂質の種類・構造・役割、リポ蛋白質の構造と種類、脂質の消化・吸収、

リポ蛋白質代謝、脂肪酸のβ酸化、ケトン体の生成と利用、脂肪酸の生

合成、コレステロールの生合成、胆汁酸の生成 

 症乏欠とき働のンミタビ、ンミタビ性溶脂とンミタビ性溶水 ンミタビ 51

16 内分泌 
ホルモンの定義と分類、ホルモンの作用機序(細胞内の情報伝達) 

ホルモンの産生器官および生理作用、ホルモン低下症および過剰症 

17 体液の生化学 血液の成分と働き、赤血球の生成と分解、ヘム代謝、 

 素酵補とンミタビ、素酵ロホと素酵ポア、ーギルネエ化性活と素酵 礎基の素酵 81

19 酵素反応速度論 
酵素反応速度論、ミカエリス・メンテンの式、 

ラインウィーバー・バークプロット、酵素の阻害形式 

ムイザソイア、素酵クッリテスロア 類分の素酵 02

 応反量定・応反性定の糖 出検の糖 12

22 アミノ酸の検出 アミノ酸の定性・定量反応 

23 タンパク質の検出 
タンパク質の検出方法について、血清タンパク質の種類と電気泳動、赤

血球の生成と分解、ヘム代謝 

成 績 評 価 方 法 小テスト、レポートにより評価する。 

教科書 臨床検査学講座　生化学（医歯薬出版株式会社）

参考図書等 遠藤克己・三輪一智「生化学ガイドブック改訂第３版増補」（南江堂）

授業時間外の 

学習について 
 

関連科目  

備  考 
アミノ酸・タンパク質および核酸の構造は生命科学の授業で習ったことを復習しておくこ

と。各回必ず予習をしておくこと。 
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